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研究成果の概要（和文）：本研究では、環境問題の成否を「生存基盤の確保」という側面から評価するための方法論を
構築することを目指し、具体的事例として、北インド・ウッタラーカンド地方におけるチプコー（森林保護）運動とテ
ーリー・ダム反対運動をとりあげて検討した。本研究の全体としての成果は英文単著にまとめて刊行予定である。この
うち例えばチプコー運動に関しては、ウッタラーカンド地方の森林管理のあり方が運動前後でどう変化し、その変化に
際し運動がどう寄与していたかという問題設定をしたうえで分析を行い、域外民間企業による森林伐採を阻止したのは
運動の大きな成果であったことなどを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This research project aims to design the methodology for evaluating those 
aspects, which contribute to ensuring the sustainable humanosphere, in environmental movements. We picked 
up the Chipko (forest protection) movement and the Anti-Tehri dam Movement as case studies. The outcomes 
of this research project will be published as a monograph. As for the Chipko movement, we first focused 
on the transformation of forest management policy in the Uttarakhand, and then, analyzed how the movement 
contributed to the transformation. As a result, we revealed that, for example, the expulsion of the 
non-local logging companies from the region was one of the main achievement of the movement.

研究分野：総合人文社会

キーワード： インド
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１．研究開始当初の背景 
 社会運動研究一般においては、運動の、政
策や人びとの意識への影響を分析する研究
は始まったばかりである。しかしインド環境
運動研究では、「サバルタン（従属させられ
る者たち）」の要求・不満や権利・権益がど
れほど満たされたかという点から運動を評
価する分析が支配的である。しかし、サバル
タンの願いや主張を絶対視し、その充足度を
運動評価の唯一の基準にするべきではない。
運動がもたらすさまざまな副次的効果をも
含め、より総合的に運動を評価する方法論を
確立する必要があった。 
 他方、人びとの豊かさや発展の度合いを測
る指標としては、経済的な生活水準の向上を
示す「一人当たり所得」が広く使われている
が、所得だけでなく教育や健康の側面をも取
り込んだ「人間開発」指数が注目を集めるよ
うになった。近年さらに、そうした人間圏の
論理のみならず、地球圏や生命圏の論理を含
めた「生存基盤」指数の整備が進められてい
る。人間が生命を維持し社会生活を送るため
には、水やエネルギーへのアクセス、食料・
原料の確保が不可欠である。したがって、特
に環境運動の成否を判断する場合は、経済的
利益や権利の確保だけでなく、「生存基盤」
確保の達成度に注目することが有益である。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、環境運動の成否を「生存
基盤の確保」という側面から評価するための
方法論を構築することである。 
 具体的には、北インド・ウッタラーカンド
地方のチプコー運動（1973～1981年）とテー
リー・ダム反対運動（1978～2006年）をとり
あげて、運動がもたらすさまざまな成果・効
果を、「生存基盤の確保」という観点から、
総合的に理解することをめざす。 
 また同時に本研究では、ウッタラーカンド
地方の人びとの生存基盤の状況が、森林・水
問題をめぐる環境運動との関連で、1970～
2000 年代の 30 年間にわたり、どのように推
移してきたかを浮き彫りにすることを目指
す。社会運動が地域変容に果たした役割を把
握しようとする本研究のアプローチは、運動
への注目を通じて地域変容の内的ダイナミ
ズムに迫るものでもある。 
 
３．研究の方法 
(1) 平成 26（2014）年 8～9月に 4週間の現地
フィールドワークを行い、関係者へのインタ
ビューと資料収集を行った。 
① ウッタラーカンド地方東部のダラムガル
を訪れ、環境活動家サララー・ベーン
（1901-1982）の関係者に会い、サララー・ベ
ーンがウッタラーカンド地方に滞在してい
た当時のサララー・ベーンの活動や、当時の
現地社会の様子について、また、サララー・
ベーンの活動が次世代にどのように引き継
がれたのかなどについてインタビューを行

った。また、サララー・ベーンの著作（英語、
ヒンディー語）を収集した。 
 
② ウッタラーカンド地方東部のグンゴーリ
ーを訪れ、地元の活動家や政治家などに会い、
ウッタラーカンド地方農村の社会や政治等
について、インタビューを行った。 
 
② ウッタラーカンド地方西部のラクシュモ
リを訪れ、テーリー・ダムなどの問題に詳し
いジャーナリストに会い、テーリー・ダムを
はじめガンガー水系上流部のさまざまなダ
ム建設計画の問題点等について、インタビュ
ーを行った。 
 
③ ウッタラーカンド地方西部のデーラード
ゥーンを訪れ、チプコー運動とテーリー・ダ
ム運動に従事したスンダルラール・バフグナ
ーに会い、運動のことなどについて、インタ
ビューを行った。 
 
④ ウッタラーカンド地方西部のカーリーを
訪れ、環境活動家でありチプコー運動やテー
リー・ダム反対運動に参加したドゥーム・ス
ィン・ネーギーに会い、運動について、また、
ウッタラーカンド地方の社会や人びとの生
活について、インタビューを行った。 
 
⑤ ウッタラーカンド地方西部のニューテー
リーを訪れ、ジャーナリスト等に会い、テー
リー・ダム反対運動のことなどについて、イ
ンタビューを行った。 
 
(2) 平成 27（2015）年 11月に、インド・ウッ
タラーカンド地方の社会運動を研究してい
るオーストラリア・ウーロンゴン大学のトレ
ント・ブラウン氏を招聘して研究交流を行っ
た。 
 
(3) インタビュー結果や収集した資料の整
理・分析を行うとともに、その成果を国内外
の学会等で発表した。 
 
４．研究成果 
(1) 社会運動分析の方法論 
 編著『インドの社会運動と民主主義―変革
を求める人びと』では、序論において、社会
運動の捉え方に関する理論的・方法論的考察
をまとめた。 
 
(2) チプコー運動 
 共編著 Democratic Transformation and the 
Vernacular Public Arena in India の担当章
（“Re-evaluating the Chipko (Forest Protection) 
Movement: The Emergence of Vernacular 
Publics in the Uttarakhand”）では、チプコー運
動の成果・効果に関して、ウッタラーカンド
地方の森林管理のあり方が運動前後でどう
変化し、その変化に際し運動がどう寄与して
いたかという問題設定をしたうえで分析を



行い、民間企業（特に域外の）による森林伐
採を阻止したのは運動の大きな成果であっ
たことや、森林保護を通じた環境保全という
価値が重視されるようになったのは運動だ
けではなく当時のインド中央の環境派政治
家・官僚の力も大きかったことなどを具体的
に明らかにした。また、その分析に際しては、
運動内外のアクターを整理したうえで、個別
のフレーミング自体が変化しつつ影響しあ
う動態を捉えるという方法を提示した。 
 
(3) 国内外へのインパクトと今後の展望 
 本研究の全体構想や成果の一部について、
学会等において、日本語、英語で発信を試み
た。平成 26（2014）年 7月にアデレード（オ
ーストラリア）での学会で発表をした折には、
オーストラリア・ウーロンゴン大学において
インド・ウッタラーカンド地方の社会運動に
ついて研究しているトレント・ブラウン氏と
出会い、翌年の平成 27（2015）年 11 月にブ
ラウン氏を日本に招聘するなど、研究交流が
続いている。現在、ブラウン氏との共著論文
を執筆中である。また、本研究の成果は、英
文単著にまとめて刊行する予定である。 
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